
 

２ 家畜衛生対策事業 

 

（１）監視・危機管理体制整備対策事業 

 

ア 家畜衛生関連情報整備対策事業 

家畜衛生に関する対策及び疾病の発生状況等の情報を収集・分析し報告した。 

区分 対象農家数（延） 報告回数 備考 

情報の収集 ２６ ４３ 病性鑑定等から情報収集 

 

イ 診断予防技術向上対策事業 

牛ウイルス性下痢・粘膜病の浸潤状況を明らかにするとともに、育成牛の抗体保有状況等から、

牛ウイルス性下痢ウイルスの持続感染牛を効率的に摘発する手法を検討した。 

実施疾病 対象家畜 検査戸数 検査頭数 陽性頭数 備考 

牛ウイルス性下痢・粘膜病 牛 ４ ２７１ ０  

 

ウ まん延防止円滑化対策 

  豚のオーエスキー病の清浄化を推進するため、養豚農家、市町担当職員、農協等職員、開業獣医

師等を対象に、防疫措置について会議を開催した。 

疾病名 回数 出席人数 内容 

オーエスキー病 ２ ７４ 
栃木県豚オーエスキー病防疫対策実施要領

に基づく防疫対策の進ちょく状況報告 

 

エ 動物由来感染症監視体制整備事業（畜産型） 

畜産現場における鳥インフルエンザの監視体制を確立するため、鳥インフルエンザウイルスの

保有状況を調査した。 

実施疾病 対象家畜 検査戸数 検査頭数 陽性頭数 備考 

鳥インフルエンザ ハト １ １ ０  

 

（２）慢性疾病等低減対策事業 

飼養形態の多様化に伴い、混合感染症、不顕性に経過する慢性疾病等の発生が増加し、経済的

損失が問題となっていることから、これら生産性を阻害する疾病群について、その発生動向を把握

するための調査、検査を実施した。 

畜種 調査対象疾病 調査戸数 調査頭羽数 備考 

豚 呼吸器病 ６ ２２６  

牛 乳房炎  １   ３１９  

 

（３）畜産物安全性確保対策事業 

ア 生産衛生管理体制整備事業 

食品の安全性確保手法として優れたＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）方式を家畜の生産段階

に導入し、農家における安全性確保体制を整備するため、調査・検査及び指導を実施した。 

実施区域 実施戸数 実施回数 備考 

大田原市、那須烏山市 ６ ４２ 
養豚農家３戸、肉用牛肥育農家３戸を対象

に実施 

 

 



 

イ 動物用医薬品危機管理対策事業 

(ｱ) 医薬品の検査 

不良な動物用医薬品を排除し、流通段階にある動物用医薬品の品質確保を図るため、動物用医

薬品販売業者への立入検査・指導及び動物用医薬品の品質確保検査を実施した。 

販売業者店舗数 
立入検査・指導 

品質検査実施動物用医薬品 備考 
対象店舗数 実施店舗数 

５５ ５５ ２９ チアンフェニコール散「フジタ」 合格 

 

(ｲ) 薬剤耐性菌の発現状況調査 

抗菌剤の人と動物の健康に対するリスク分析の基礎資料を得ることを目的とし、薬剤耐性菌の

発現状況調査を実施した。 

対象細菌 対象農家数 対象頭数 対象家畜 備考 

カンピロバクター ６ ６ 牛、豚、鶏  

 


